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今後の予定
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時 期 検討項目

令
和
３
年
度

7月
第１回部会
実施方針

2月
第２回部会
対象地震選定

４
年
度

8月
第３回部会
地震動計算

津波計算（宮城県沖地震（連動型））

12月

第４回部会（次回）
津波計算（スラブ内地震）

中間報告書（地震動・津波計算結果までのとりまとめ）
人的・建物被害

2月

第５回部会
ライフライン，インフラ被害
経済的被害額
被災直後～数ヶ月後にかけての被害の様相（災害シナリオ）

５
年
度

第６回部会
防災対策，減災目標の設定

最終報告書

○ 次回の部会では，スラブ内地震の津波計算と，そこまでの内容をとりまとめた中間報告書の案を議題とする。
（承認後公表）

○ また，人的・建物被害の想定も議題とする。

対象地震 地震動計算 津波計算

東北地方
太平洋沖地震
M9.0

今回
済

（別途公表済）

宮城県沖地震
（連動型）
M8.0

今回 今回

スラブ内地震
M7.5

今回 次回

長町-利府線断層帯
地震
M7.5

今回
不要

（津波なし）

予定 地震動・津波計算の実施状況

人的・建物被害

中間報告書（地震動・津波計算結果までのとりまとめ）



日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定項目，時期・時間帯（内閣府）想定する地震の
発生時期・時間帯

① 冬・深夜
○就寝中のため避難
準備に時間を要する

○暗闇や積雪・凍結に
より避難速度が低下

→津波被害が多い

② 冬・夕
○火気使用が多い
→出火・炎上被害が多い
○暗闇や積雪・凍結に
より避難速度が低下

→津波被害が多い

③ 夏・昼
○木造建築物内の滞留
人口が少ない

→建物倒壊による人的
被害が少ない

○積雪・凍結の心配が
なく明るい時間帯

→津波被害が相対的に
少ない

＝次回部会の議題

被害想定の基本方針（案）
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○ 内閣府が「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定」で採用している発生時期・時間帯及び項目・手法に準
じて被害想定を進める（一部の項目については県独自の手法・パラメータの採用も検討予定。）

○ 定量的・定性的に想定した結果を，被害直後から数か月後にかけての被害の様相（災害シナリオ）として時系列で
整理する。
・ 定量的な被害量は全県及び市町村単位でとりまとめることを基本とする。

詳細及び公表内容は内閣府ウェブサイトに掲載（令和３年12月21日） https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/index.html


